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平
成
27
年
度
町
長
施
政
方
針
（
抜
粋
）

池田町長

勝山隆之

　

町
民
の
皆
様
、
一
人
ひ
と
り
が
輝
き
、
町
民
が

主
役
の
町
づ
く
り
、
安
心
・
安
全
で
、
共
に
温
か

く
支
え
合
う
こ
と
が
で
き
る
協
働
の
町
づ
く
り

を
基
本
と
し
て
、
引
き
続
き
、
健
全
財
政
を
堅

持
し
な
が
ら
、
私
の
公
約
の
実
現
と
と
も
に
、
着

実
な
町
政
発
展
に
向
け
て
努
力
を
し
て
ま
い
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

国
政
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
を
加
速

さ
せ
る
と
と
も
に
、
デ
フ
レ
か
ら
の
早
期
脱
却

を
確
実
な
も
の
と
し
て
、
持
続
的
成
長
の
実
現

に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
こ
の

た
め
の
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

２
０
１
４
」
お
よ
び
「
日
本
再
興
戦
略
」
改
定

２
０
１
４
を
着
実
に
実
行
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

財
務
省
で
は
「
先
行
き
に
つ
い
て
は
当
面
弱

さ
が
残
る
も
の
の
、
雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善

が
続
く
中
で
、
各
種
政
策
の
効
果
に
よ
り
、
緩

や
か
に
回
復
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
」

と
し
て
お
り
ま
す
。
地
域
経
済
も
含
め
た
経
済

の
好
環
境
の
更
な
る
拡
大
を
期
待
す
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

平
成
27
年
度
に
お
い
て
は
、
予
定
さ
れ
た
消

費
税
率
の
引
き
上
げ
が
翌
年
度
以
降
に
持
ち
越

さ
れ
、
政
府
は
国
民
生
活
や
企
業
の
経
済
環
境

へ
の
影
響
を
抑
え
る
た
め
新
た
な
経
済
対
策
を

実
行
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
現
時
点
で
は

町
税
等
収
入
増
へ
の
過
度
な
期
待
は
控
え
る
必

要
が
あ
り
、
一
般
財
源
の
確
保
が
厳
し
い
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
ニ
ー
ズ
は
時
代
と
と
も
に
複
雑
多
様
化

し
て
お
り
、
更
な
る
財
政
運
営
の
健
全
化
に
よ

り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
必
要
不
可
欠
で
安
定
し

た
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
す
る
た
め
に
、
町
政

の
重
要
課
題
、
先
見
性
の
あ
る
戦
略
事
業
を
積

極
的
に
導
入
し
て
、
従
前
に
も
増
し
た
長
期
的

な
計
画
の
も
と
、
事
業
推
進
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
町
制
施
行
１
０
０
周
年
・

合
併
60
周
年
の
節
目
と
な
る
大
事
な
年
と
な
り

ま
す
。
町
民
憲
章
で
は
「
私
た
ち
の
池
田
町
は
、

北
ア
ル
プ
ス
を
一
望
で
き
る
山
紫
水
明
の
地
で

す
。
そ
の
地
に
池
田
学
問
所
な
ど
古
来
多
く
の

人
び
と
の
英
知
に
よ
っ
て
拓
か
れ
た
歴
史
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
風
土
に
学
び
自
分
た
ち
の
住
む

町
を
自
分
た
ち
の
手
で
、
い
っ
そ
う
心
ゆ
た
か

な
町
に
す
る
た
め
、
こ
こ
に
町
民
憲
章
を
制
定

し
ま
す
。」と
そ
の
目
的
を
述
べ
た
う
え
で
、「
人

び
と
を
活
か
し
て
く
れ
る
緑
と
水
、
自
然
を
こ

よ
な
く
愛
す
る
町
に
し
ま
し
ょ
う
。
自
ら
も
学

び
、
個
性
を
伸
ば
し
想
像
を
育
む
町
に
し
ま
し

ょ
う
。
働
く
こ
と
に
喜
び
を
も
ち
、
産
業
を
ひ
ら

き
活
力
あ
る
町
に
し
ま
し
ょ
う
。
自
分
を
大
切

に
す
る
よ
う
に
、
他
人
を
も
大
切
に
す
る
思
い

や
り
の
あ
る
町
に
し
ま
し
ょ
う
。
あ
い
さ
つ
を
か

わ
し
楽
し
く
話
し
あ
え
る
明
る
い
町
に
し
ま
し

ょ
う
。
」
と
制
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
町
民
憲
章
の
精
神
を
こ
の
機
に
町
民
の

皆
様
と
再
確
認
し
、
輝
く
未
来
へ
の
ス
タ
ー
ト

の
年
と
す
る
た
め
重
要
性
、
緊
急
性
、
効
率
性
、

費
用
対
効
果
を
勘
案
し
、
行
政
改
革
や
民
間
活

力
の
導
入
な
ど
、
最
小
限
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
上
げ
る
効
率
的
な
行
政
運
営
と
計
画
行
政

を
も
っ
て
健
全
財
政
を
目
指
す
も
の
と
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
平
成
27
年
度
の
施
政
方
針
と
い
た

し
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
お
も
な
事
業

○
町
制
施
行
１
０
０
周
年
・
合
併
60
周
年
節
目
の
各
記
念

事
業

○
社
会
資
本
総
合
整
備
計
画
初
年
度
事
業（
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
基
本
設
計
委
託
・
町
道
改
修
等
）

○
消
防
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業

○
消
防
団
詰
所
整
備
事
業

○
福
祉
空
間
整
備
事
業

○
学
校
体
育
館
施
設
等
整
備
事
業（
池
田
小
学
校
・
高
瀬

中
学
校
）

○
池
田
町
立
美
術
館
指
定
管
理
委
託

○
総
合
体
育
館
耐
震
診
断
等
事
業

○
安
曇
総
合
病
院
改
築
工
事
補
助
金

○
火
葬
料
の
公
費
負
担

○
鵜
山
地
区
圃
場
整
備
事
業

○
若
者
定
住
促
進
の
住
宅
分
譲
５
区
画
の
販
売
と
新
た

な
造
成（
土
地
開
発
公
社
）

○
健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
の「
は
つ
ら
つ
健
康
ス
タ
ン
プ

事
業
」

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊
３
人
体
制

○
広
島
平
和
記
念
式
典
へ
中
学
生
の
派
遣

○
第
２
回
ワ
イ
ン
祭

○
小
中
学
校
支
援
教
員
の
配
置

○
児
童
・
生
徒
生
活
習
慣
病
予
防
血
液
検
査
事
業

○
出
産
祝
金
・
第
３
子
20
万
・
第
２
子
10
万
・
第
１
子
５
万

○
長
寿
祝
金
・
１
０
０
歳
２
万
・
88
歳
１
万

○
0
歳
か
ら
高
校
生
ま
で
医
療
費
無
料
化
事
業
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平
成
27
年
度
当
初
予
算
が
、
町

議
会
３
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
額
は
、
前
年
度

に
比
べ
10
．
４
％
増
の
43
億
７
，

３
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
町
の
平
成
27
年
度
当
初
予
算

は
、
町
制
施
行
１
０
０
周
年
・
合
併

60
周
年
の
節
目
と
な
る
大
事
な
年
と

な
り
ま
す
。

　

「
み
ん
な
で
温
か
く
支
え
合
う　

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し

て
、
後
期
基
本
計
画
に
お
け
る
重
点

施
策
と
の
整
合
に
充
分
留
意
し
、
優

先
順
位
を
洗
い
直
し
、
町
民
本
位

で
、
次
世
代
に
つ
な
が
る
予
算
と
し

ま
し
た
。

全　体
町税の内訳

平
成
27
年
度
当
初
予
算

一
般
会
計
は
43
億
７
，
３
０
０
万
円

※１自主財源　町が自主的に収入にできる財源
※２依存財源　国や県から交付される財源など

〔目的別〕 〔性質別〕

町税
885 百万円 20%

使用料
および
手数料
64 百万円
1%

その他
337 百万円 8%

地方交付税
1,760 百万円　40%

国庫支出金
277 百万円　6%

県支出金
296 百万円　7%

町債
554 百万円

13%

譲与税・交付金
200 百万円　5%

自主財源※
1

1,286 百万円
29%

依存財源※
２

3,087 百万円　71%
町民税
424 百万円　48%

市町村
たばこ税
56 百万円　6%

軽自動車税
26 百万円　3%

固定資産税
379 百万円　43%

人件費
770 百万円 17%

繰出金
601 百万円
14%

その他
52 百万円 1%

普通建設事業費
660 百万円 15%

補助費等
615 百万円 14%

物件費
856 百万円 20%

公債費
435 百万円
10%

扶助費
384 百万円
9%

義務的
経費
1,589 百万円
　36%

その他の
経費
2,124 百万円
　49%

投資的経費
660 百万円　15%

民生費 
1,295 百万円 
30%

議会費 75 百万円 2%その他 105 百万円 2%

消防費 
303 百万円 7%

衛生費 
382 百万円 9%

土木費 
497 百万円 
11%

農林水産業費 
279 百万円 
6%

教育費 
478 百万円 
11%

総務費 
524 百万円 
12%

公債費 
435 百万円　
10% 委託料　370 百万円

賃　金　201 百万円
需用費　172 百万円
その他　113 百万円

補助金　214 百万円
負担金　372 百万円
その他       29 百万円

一般会計歳入予算構成比率　総額 43億 7,300 万円

一般会計歳出予算構成比率　総額 43億 7,300 万円
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■
一
般
会
計
予
算
の
概
要

【
歳
入
】

　

町
税
は
、
前
年
度
比
１
１
０
万
円
（
0.1
％
）
の
増
額
を
見

込
み
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
固
定
資
産
税
の
償
却
の
伸
び
、
町

民
税
で
は
税
制
改
正
に
よ
る
法
人
税
の
減
収
等
を
見
込
み
ま

し
た
。

　

歳
入
全
体
の
40
％
と
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
る
地
方
交

付
税
は
、
国
の
地
方
財
政
計
画
で
は
地
方
交
付
税
等
の
減
少

を
最
小
限
に
と
ど
め
、
昨
年
度
と
同
水
準
を
確
保
さ
れ
ま
し

た
の
で
同
額
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

譲
与
税
・
交
付
金
等
は
国
の
地
方
財
政
計
画
に
し
め
さ
れ

た
数
値
を
参
考
に
景
気
の
動
向
を
踏
ま
え
た
金
額
を
見
込
み

ま
し
た
。

　

地
方
消
費
税
交
付
金
は
、
平
成
26
年
４
月
よ
り
消
費
税

率
の
改
正
が
あ
り
、
今
年
度
は
２
，
０
０
０
万
円
増
の

１
億
２
，
０
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

町
債
は
、
同
比
２
億
５
７
０
万
円
（
59
．
１
％
）
の
増
を

見
込
み
ま
し
た
。
こ
れ
は
消
防
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
・
学

校
施
設
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
改
修
事
業
等
の
増
が
要
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
県
支
出
金
は
、
遊
休
桑
園
整
備
事
業
鵜
山
地

区
等
の
増
額
を
見
込
み
前
年
比
６
，
５
２
８
万
円
（
28
．
３

％
）
の
増
額
、
繰
入
金
は
安
曇
総
合
病
院
増
改
築
工
事
補
助

金
等
の
増
に
よ
り
同
比
１
億
２
，
２
２
０
万
円
（
３
４
６
．

２
％
）
の
増
額
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

【
歳
出
】

　

総
務
費
は
県
議
・
町
議
会
議
員
選
挙
の
増
な
ど
に
よ
り
、
前

年
比
２
，
３
８
５
万
円
（
4.8
％
）
の
増
額
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

民
生
費
は
、
臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
の
減
な
ど
に
よ
り
同
比
３
，
６
６
０
万
円
（
△
2.7

％
）
の
減
額
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

衛
生
費
は
、
安
曇
総
合
病
院
増
改
築
工
事
補
助
金
等
の
増

な
ど
に
よ
り
、
同
比
１
億
２
，
９
５
６
万
円
（
51
．
４
％
）

の
増
額
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、
農
業
体
質
強
化
基
盤
整
備
促
進
事
業

等
の
増
な
ど
に
よ
り
同
比
５
，
７
３
４
万
円
（
25
．
９
％
）

の
増
額
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

土
木
費
は
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
等
の
増
な

ど
に
よ
り
同
比
９
，
３
３
２
万
円
（
23
．
１
％
）
の
増
額
を

見
込
み
ま
し
た
。

　

消
防
費
は
、
消
防
団
詰
所
整
備
事
業
・
消
防
団
デ
ジ
タ
ル

無
線
等
の
増
に
よ
り
同
比
７
，
９
４
５
万
円
（
35
．
５
％
）

の
増
額
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

教
育
費
は
、
学
校
施
設
改
修
等
の
増
に
よ
り
同
比
１
億
２
，

４
３
７
万
円
（
35
．
１
％
）
の
増
額
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

公
債
費
は
、
償
還
元
金
利
子
の
減
に
よ
り
同
比
６
，

０
０
４
万
円
（
△
12
．
１
％
）
の
減
額
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

■
会
計
別
当
初
予
算
額

会　計　名 平成 27 年度 平成 26 年度 増減比

一 般 会 計 43 億 7,300 万円 39 億 6,200 万円 10.4％

特 別 会 計　 合 計 20 億 7,520 万円 18 億 1,779 万円  14.2％

工 場 誘 致 等 608 万円 608 万円 0.0％

国 民 健 康 保 険 13 億 3,554 万円 11 億 3,256 万円 17.9％

後 期 高 齢 者 医 療 1 億 1,976 万円 1 億 2,424 万円 △ 3.6％

下 水 道 事 業 5 億 9,931 万円 5 億 4,039 万円 10.9％

簡 易 水 道 事 業 1,451 万円 1,452 万円 △ 0.1％

水道事業会計

収益的
収 支

（収入） 2 億 5,988 万円 2 億 4,855 万円 4.6％

（支出） 1 億 9,815 万円 1 億 7,226 万円 15.0％

資本的 
収 支

（収入） 259 万円 259 万円 0.0％

（支出） 9,843 万円 9,993 万円 △ 1.5％
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問い合せ先　総務課財政係　℡ 62-3131（代表）

議会費                          75 百万円 

議会運営、議会だより発行など議員の報酬や議会の運営など
に使われる経費

総務費                　   524 百万円 100 周年記念事業経費、庁舎維持管理、広報発行、町有建物火
災保険、社会保障・税番号制度、電算システム保守管理、日本
で最も美しい村事業、自治会活動費交付金、元気なまちづくり
事業、交通安全対策、バス等運行事業、防災対策、県・町議会
議員選挙費等など

庁舎管理や税務、戸籍事務な
どに使われる経費

民生費         　      1,295 百万円 町社会福祉協議会補助金、出産祝金、国保会計繰出金、後期高
齢者医療負担金および繰出金、介護給付訓練等給付費、介護保
険広域連合負担金、福祉医療給付金、総合福祉センター維持管
理、保育園・児童センター運営費、児童手当など

高齢者や子ども、障がい者など
に対する福祉や医療、子育て支
援などに使われる経費

衛生費                 　  382 百万円 安曇総合病院増改築工事補助金、はつらつ健康スタンプ事業、
池田松川葬祭分火葬料無料負担金、予防接種、各種検診等委託、
妊婦一般検診委託、ＥＶ急速充電器事業、太陽光発電システム
設置補助金、簡水会計繰出金、一般廃棄物収集・処理委託料、
穂高広域施設組合負担金など

ごみの処理、リサイクルなど
の環境対策や、保健事業など
に使われる経費

農林水産業費   　  279 百万円 遊休桑園整備事業鵜山地区、農業委員会運営事業、中山間地域
直接支払補助金、青年就農給付金、花とハーブの里づくり事業、
多目的研修集会施設管理、多面的機能支払交付金、農業体質強
化基盤整備促進事業、林業振興事業、有害鳥獣対策事業、森林
の里親事業など

農業や林業などの振興に使わ
れる経費

商工費                       100 百万円 工場誘致助成金、経営改善普及事業、地域おこし協力隊活動事
業、町観光協会・観光推進本部補助金、池田ふるさと祭り事業
補助金、ワイン祭補助金、大峰高原白樺の森管理事業、ウォー
キング大会、てるてる坊主アート展事業など

観光や商工業の振興などに使わ
れる経費

土木費                       497 百万円 社会資本整備総合交付金事業、道路橋等の定期点検事業、道路
の維持・舗装・改良事業、交通安全施設整備、河川改修事業、
クラフトパーク管理等、下水道会計繰出金、公営住宅管理経費、
住宅・建築物安全ストック形成事業など

道路の舗装や除雪、公園、町
営住宅の管理などに使われる
経費

消防費                       303 百万円 消防団拠点施設整備事業、消防無線デジタル化事業、北アルプ
ス広域連合常備消防負担金、消防団運営経費、消防団詰所整備
事業、消防施設経費、災害対策経費など

消防や救急活動などに使われ
る経費

教育費                       478 百万円 高瀬中広島平和記念式典参加補助金、地域交流センター基本設
計委託料、美術館指定管理料、総合体育館改修事業、教育委員
会運営、小中学校の管理・教育振興経費、公民館・図書館・総
合体育館・創造館等の管理・事業活動経費、青少年育成、男女
共同参画推進、文化財保護、町民活動サポートセンターなど

小中学校や公民館、図書館、
スポーツ振興などに使われる
経費

公債費                       435 百万円
町債の償還

町が借り入れたお金の返済金

■一般会計予算の主な事業内容
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役
場
職
員
の
人
事
異
動
お
よ
び
各
課
体
制
の
お
知
ら
せ

　平成 27年 4月 1日付役場職員の人事異動および各課の体制をお知らせします。
　職員一同、池田町のため精一杯頑張ります。よろしくお願いします。

　なお、掲載は臨時職員等を除き、出向を含む正規職員のみです。

【凡例】新…新規採用　異…異動者　社…池田町社会福祉協議会からの出向

総務課（62-3131）
課長　中山彰博

係長	 丸山光一	 異
	 遠藤孝昭	 異
	 丸山佳男	
	 山本有紀衣	

総務係
係長	 塩嶋康彰	 異
	 薄井誠一	
	 宮腰友美	
	 千賀絵里	

課税係
係長	 大澤孔	
	 西澤正之	 異
	 松島健治	

町づくり推進係

係長	 塩川利夫	
	 平林源由	

財政係
係長	 矢口喜輝	 異
	 山本優衣	

収納係

住民課（62-2203）
課長　倉科昭二　異

係長	 白澤龍	 異
	 五十嵐ちひろ	
	 宮坂里穂	 新

住民係
係長	 滝沢健彦	
	 浅野景太	

医療係
係長	 下條浩久
	 今溝美帆	 異

生活環境係

保育課（池田保育園 62-2043・会染保育園 62-5180）

課長　勝家健充　異
園長	 遠藤寿子	
	 矢口秀美
	 淀純枝
	 松田佳世
	 丸山裕絵
	 中山菜美	 新
	 石川藍	 新

池田保育園
園長	 大蔦奈美子	 異
	 三澤明子	 異
	 小林はるみ	
	 加藤雅子	
	 今溝景子        
	 小日向郁恵	 新

会染保育園

係長	 那須ゆかり	
保育係

会計課（62-3128）

課長　矢口衛　

議会事務局
事務局長	 師岡栄子   異
                 綱島尚美

特別職
町　長　勝山隆之
教育長　平林康男

	 高岡妙子	
	 矢口玲子	 異

会計係
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福祉課（61-5000）
課長　小田切隆　異

係長	 工藤利枝子	
	 瀧沢祐子
	 塩嶋幸代	
	 宮﨑美鈴	
	 神田夏織	

健康づくり係
センター長　伊藤芳子
	 井上賢一郎	 社
	 稲玉紀子	 社
	 有田和美	 社
	 田中沙織	 社

地域包括支援センター
係長	 倉科吉樹	
	 羽場貴美子	 異

保健係

中島博美　　山﨑友見　　小林祐茉

係長	 寺嶋秀徳	
	 師岡史江
	 矢口久美	
	 竹内佑里	 新
	 村山雪子	 社

福祉係

センター長　宮本瑞枝	
	 　　 平川和代

こども支援センター

建設水道課（62-3130）
課長　丸山善久　異

係長	 蜜澤佳洋	
	 廣田和也	
	 柳生一真	 新

水道係

係長	 山本利彦	 異
	 小林裕	
	 水野今朝寿

土木係

係長	 髙山武
	 窪田和大	

建設管理係

高木さおり

土地開発公社

振興課（62-3127）
課長　宮崎鉄雄　異

係長	 那須信博	
耕地係

係長	 井口博貴	
	 塩原舞子	

商工観光係
係長	 宮澤達	 異
	 中山勲	
	 丸山剛

農林係

係長	 片瀬登	
観光推進本部

事務局次長　山岸寛	 異
農業委員会

教育課（61-1430）
課長　藤澤宜治	 異

＜総合体育館＞
係長	 塩原正彦	
	 横澤孝彰	

＜公民館＞
係長	 平川通寿	 異
係長	 寺島靖城
	 塩原長	 異

生涯学習係

センター長　笠井幸江	 異
池田・会染児童センター

係長	 塩川亜弥子	
	 片瀬好美	

学校総務係

係長	 平川通寿	
クラフトパーク係

休業

退職
＜ 3 月末＞

新入職員

宮坂里穂
（住民課住民係）

中山菜美
（保育課池田保育園）

石川藍
（保育課池田保育園）

竹内佑里
（福祉課福祉係）

　　片瀬善昭　　山﨑広保　　平林和彦
　　竹枝こずえ　竹内まさ江　濵なほみ
　　島田彩可

小日向郁恵
（保育課会染保育園）

柳生一真
（建設水道課水道係）
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かかった医療費の一部を助成する
福祉医療費特別給付金事業について

　池田町では、医療機関で支払った医療費の一部を助成する福祉医療費特別給付金事業を行っています。
　この事業は、ひと月のうちに医療機関等に支払った医療費（健康保険が適用されるものに限ります）
が、医療機関毎に 500 円を超えた額から 500 円を差し引いた額を支給するものです ※。
下記の表の要件に当てはまる方で、福祉医療費受給者証をお持ちでない方は申請して
ください。

　※お持ちの健康保険で後日還付されるものがある場合、または他の公の制度による医療費負担が

　　ある場合、その分は給付対象外となります。

【申請に必要なもの】
①重度心身障害者で申請の場合は上の表に該当する手帳等
②預金通帳等給付金を振り込むための口座が確認できるもの
③申請する方の健康保険証
④印鑑

乳幼児等 18 歳到達以降最初に迎える 3 月 31 日までの方

重度心身障害者

身体障害者手帳 3 級以上の交付を受けている方

身体障害者手帳 4 級以下の方

（ただし申請時にお尋ねする常用介護要件を満たすことが必要）

療育手帳Ａ 1 ～Ｂ 2 の交付を受けている方

精神障害者保健福祉手帳２級以上の交付を受けている方

自立支援医療受給者証（精神通院）をお持ちの方

（ただし精神科の通院以外は給付の対象外）

母子・父子家庭の母子

または父子等

※児童扶養手当の所得制限内の

　方のみ

18 歳未満の児童、または 20 歳未満の高校生などを扶養している配偶

者のない母または父

上記の方に扶養されている 18 歳未満の児童、20 歳未満の高校生など

父母のいない 18 歳未満の児童、20 歳未満の高校生など

問い合せ先　住民課医療係　℡ 62-2203（住民課直通）
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高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
に
つ
い
て

② 

平
成
27
年
６
月
１
日
以
降
の
接
種
日
に
お
い
て
60
歳
以

上
65
歳
未
満
で
、
慢
性
高
度
心
、
腎
臓
お
よ
び
呼
吸
器
昨

日
不
全
が
あ
り
、
過
去
に
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
し
た
こ
と
が
無
い
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
（
こ
の

他
、
身
障
手
帳
１
級
を
お
持
ち
の
方
、
ま
た
は
１
級
相
当

の
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
）

※
注
意　

・
対
象
年
齢
の
方
で
も
、
過
去
に
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
は
補
助
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
こ
の
制
度
は
平
成
30
年
度
ま
で
引
き
続
き
実
施
さ
れ
る
予

定
で
す
。

・
接
種
対
象
の
方
に
は
個
別
に
予
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

（
5
月
末
～
6
月
上
旬
予
定
）

【
接
種
方
法
】

　

接
種
可
能
な
医
療
機
関
に
電
話
で
予
約
の
う
え
、
予
診
票

を
窓
口
に
提
出
し
て
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
接
種
期
間
】

　

平
成
27
年
６
月
１
日 

～ 

平
成
28
年
３
月
31
日

【
個
人
負
担
額
】

　

２
，
０
０
０
円

※
接
種
後
、
各
医
療
機
関
窓
口
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　

（
補
助
対
象
に
な
ら
な
い
方
は
実
費
負
担
と
な
り
ま
す
）

　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
せ
先

　
　
　
　
　
　
　
　

福
祉
課
保
健
係　

℡
61
‐
５
０
０
０

　

特
定
年
齢
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
、
平
成
27
年
度
の
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
個
別
接
種
一
部
補
助
（
公
費
負
担
）
が
６

月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
そ
れ
ぞ
れ
通
知
を
差
し
上
げ
ま
す
の

で
、
内
容
を
確
認
の
う
え
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

① 

池
田
町
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
27
年
度
に
次
の
年
齢
と

　

な
る
方

年  

齢

対  

象  

生  

年  

月  

日

摘
要

65
歳

昭
和
25
年
４
月
２
日 

～ 

26
年
４
月
１
日
生

70
歳

昭
和
20
年
４
月
２
日 

～

21
年
４
月
１
日
生

75
歳

昭
和
15
年
４
月
２
日 

～ 

16
年
４
月
１
日
生

80
歳

昭
和
10
年
４
月
２
日 

～ 

11
年
４
月
１
日
生

85
歳

昭
和 

５
年
４
月
２
日 

～ 
 

６
年
４
月
１
日
生

90
歳

大
正
14
年
４
月
２
日 

～ 

15
年
４
月
１
日
生

95
歳

大
正 

９
年
４
月
２
日 

～ 

10
年
４
月
１
日
生

１
０
０
歳

大
正 

４
年
４
月
２
日 

～ 
 

５
年
４
月
１
日
生

何れも過去に高齢者用肺炎球菌ワクチンを
接種したことが無い方
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池田町消防団新体制スタート

山口俊文  団長
（吾妻町）

片瀬貞之  副団長
（滝沢）

問い合せ先　池田町消防団事務局（総務課総務係内）　℡ 62-3131（代表）

新しい自治会長の皆さん
　４月 15 日に平成 27 年度の自治会協議会総会が開催され協議会長等が選任されました。今後一年間、新しい自治会

長の皆さんには町と地域のパイプ役となっていただきます。よろしくお願いします。（敬称略）

問い合せ先　総務課町づくり推進係　℡ 62-3129（直通）

　池田町消防団が新体制で始動しました。6 つの分団とラッパ隊、救護隊、バイク隊、女性消防隊で構成され町民の皆

さんの貴重な財産や尊い人命を災害から守るためにご尽力頂くことになります。

分団名 担当地域 職　名 氏　　名

本　部 ー

団長 山口　俊文

副団長 片瀬　貞之

副団長 大出　高志

消防主任 丸山　光一

消防副主任 丸山　佳男

ラッパ隊 ー ラッパ長 滝澤　岳大

救護隊 ー 救護長 袖山　孝徳

バイク隊 ー バイク隊長 荻窪　宣徳

女性消防隊 ー 女性消防隊長 山本有紀衣

分団名 担当地域 職　名 氏　　名

本部分団 町全域
分団長 遠藤　孝昭

副分団長 薄井　誠一

第 1 分団

豊町・吾妻
町・一丁目・
東町・二丁目・
三丁目・四丁
目・五丁目

分団長 川瀬　智

副分団長 平林　浩司

第 2 分団

堀の内・正
科・中島・半
在家・千本木
台・相道寺・
広津・法道

分団長 三澤　優

副分団長 松澤　哲也

第 3 分団 花見・滝沢・
滝の台・陸郷

分団長 矢口　哲也

副分団長 和沢　寿浩

第 4 分団 渋田見・鵜山・
中之郷・南台

分団長 小林　博幸

副分団長 滝沢　俊平

第 5 分団
林中・十日市
場・内鎌・和
合・高瀬橋南

分団長 田中　武

副分団長 三澤　幸永

地区名 自治会長名 協議会役職 地区名 自治会長名 協議会役職 地区名 自治会長名 協議会役職
豊町 高橋　俊八 千本木台 丸山　剛 渋南 内間　章 代議員

一丁目 佐野　克之 代議員 半在家 今溝　浩司 内鎌 田中　清

吾妻町 太田　晴夫 相道寺 真島真寿美 和合 山田　悦生

東町 菱沼　英昭 会長 花見 池上　康夫 副会長 十日市場 内山　富夫

二丁目 矢嶋　宝一 滝沢 片瀬　善則 代議員 高瀬橋南 久保田純生

三丁目 須田　隆 代議員 滝の台 瀧澤　正幸 鵜山 中村　金寿

四丁目 下條　義貞 代議員 林中 片瀬　章寛 中之郷 丸山　公司

五丁目 伊藤　文登 渋坂 綱島　守 代議員 南台 北村　友一 代議員
堀の内 太田　謹治 坂下 中山　政幸 広津北山 遠藤　敏

正科 矢口　直志 代議員 中木戸 矢花　勝 広津中央 山﨑　英男

中島 中山　崇 代議員 新屋敷 水野　良一 陸郷 宮澤　大治 代議員

大出高志  副団長
（吾妻町）

広報いけだ 10
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10 月から全国一斉にマイナンバー制度がスタートします

担当　総務課町づくり推進係　℡ 62-3129（直通）
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こ
の
４
月
か
ら
館
長
と
し
て
つ
と
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
ご
支
援
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　　

さ
て
、
昨
年
度
は
当
館
に
と
っ
て
開
館

20
周
年
と
い
う
節
目
の
年
で
し
た
。
本
年

度
か
ら
当
館
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
踏
ま

え
て
、
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

収
蔵
作
品
や
、
町
立
美
術
館
と
し
て
池

田
町
に
関
わ
る
芸
術
・
文
化
を
紹
介
す
る

こ
と
に
力
点
を
置
く
と
同
時
に
、
美
術
館

が
地
域
の
活
力
の
ひ
と
つ
の
源
と
な
る
よ

う
、
経
済
的
効
果
が
見
込
ま
れ
る
展
覧
会

を
開
催
す
る
２
本
柱
で
の
展
開
を
基
本
に

活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
は
地
域
の
宝
で
す
。

今
後
は
、
今
ま
で
以
上
に
学
校
と
の
連
携

を
意
識
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
、
児
童

生
徒
の
学
習
活
動
を
支
援
し
、
地
域
社
会

に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
情
報
を
瞬
時
に
得
ら
れ
る
ネ
ッ

ト
社
会
に
お
い
て
、
美
術
館
が
可
能
な
最

大
の
寄
与
は
、
作
品
＝
実
物
を
提
供
で
き

る
点
に
あ
り
ま
す
。
芸
術
体
験
の
本
質
的

な
意
味
を
皆
様
に
息
長
く
伝
え
続
け
る
こ

と
が
、
こ
れ
か
ら
の
美
術
館
に
課
せ
ら
れ

る
大
き
な
役
割
と
な
る
で
し
ょ
う
。
味
わ

い
深
く
幸
福
な
人
生
を
、
そ
し
て
地
域
社

会
を
皆
様
と
共
に
つ
く
っ
て
い
く
、
そ
う

し
た
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
美
術

館
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

文
化
活
動
に
は
皆
様
方
の
ご
理
解
・
応

援
が
何
よ
り
も
必
要
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

末
永
く
暖
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
重
ね
て
お
願
い
し
て
、
館
長
就
任
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

美
術
館
長
就
任
あ
い
さ
つ

新館長紹介

　冨
とみながじゅんこ

永淳子

　平成 23 年より池田町立美

術館勤務。展覧会の企画・実

施や収蔵品管理に携わる。

好きな収蔵作品：小島孝子「女」（制作年不詳）

※現在は展示しておりません。９月下旬に展示予

定です。

【
指
定
管
理
者
】

　

シ
ダ
ッ
ク
ス
大
新
東
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー

ビ
ス
株
式
会
社

【
経
過
】

　

平
成
19
年
度
に
『
芸
術
文
化
に
よ
る
地

域
振
興
検
討
委
員
会
』
が
発
足
し
、
平
成

21
年
度
か
ら
始
ま
る
池
田
町
第
５
次
総
合

計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
先
人
よ
り
引
き

継
が
れ
て
き
た
芸
術
文
化
の
遺
産
を
い
か

に
町
民
が
親
し
み
、
町
内
外
の
人
た
ち
が

そ
の
価
値
に
気
づ
き
、
新
た
な
芸
術
・
文

化
の
振
興
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
を
具
体

化
す
る
た
め
の
答
申
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

芸
術
文
化
に
よ
る
地
域
振
興
検
討
委
員

会
答
申
に
基
づ
き
「
愛
称
の
募
集
」
「
冬

期
閉
館
」
「
ス
ケ
ッ
チ
重
視
」
「
展
示
構

成
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」
等
、
数
々
の
課
題

に
取
り
組
み
、
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
し

た
。
ま
た
、
経
営
形
態
を
含
め
た
抜
本
的

な
見
直
し
と
し
て
「
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
と
第
三
者
へ
の
経
営
移
譲
」
が
提
言

さ
れ
、
以
降
運
営
協
議
会
等
に
て
協
議
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
よ
り
、
美
術
館
運
営
業
務

委
託
と
し
て
館
長
職
を
外
部
委
託
し
、
民

間
活
力
を
取
り
入
れ
て
運
営
す
る
と
と
も

に
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
準
備

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
係
る
具
体
的

な
検
討
を
重
ね
、
昨
年
の
開
館
20
周
年
を

契
機
に
、
平
成
27
年
度
よ
り
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
す
べ
く
、
池
田
町
立
美
術
館

条
例
を
改
正
し
、
公
募
に
よ
り
指
定
管
理

者
を
募
集
し
、
指
定
に
至
り
ま
し
た
。
制

度
導
入
後
も
、
引
き
続
き
町
・
教
育
委
員

会
と
し
て
指
定
管
理
者
と
し
っ
か
り
と
連

携
を
と
り
、
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
よ

り
良
い
美
術
館
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

【
指
定
管
理
者
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
】

・
運
営
主
体
が
民
間
に
移
譲
す
る
こ
と
に

　

よ
る
、
思
い
切
っ
た
改
革
が
期
待
で
き

　

ま
す

・
経
営
権
の
移
譲
に
よ
り
、
経
営
改
善
が

　

よ
り
一
層
期
待
で
き
ま
す

・
他
の
民
間
団
体
と
の
営
利
的
な
連
携
が

　

期
待
で
き
ま
す

　

問
い
合
せ
先

　
　

教
育
課
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
係

（
池
田
町
公
民
館
内
）

　
　

℡
62
‐
2
0
5
8

池
田
町
立
美
術
館
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
つ
い
て
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◆
池
田
町
で
体
験
！
レ
ポ
ー
ト

　

担
当
：
観
光
協
会　

杉
山

　

今
回
は
、
金
の
鈴
ま
ご
こ
ろ
会
の
「
池
田
の
食

材
活
か
さ
れ
方
学
習
会
」
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

金
の
鈴
ま
ご
こ
ろ
会
は
、
農
作
物
生
産
者
の
集

ま
り
で
、
新
鮮
な
野
菜
を
白
馬
や
大
町
、
松
本
の

ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。
こ

の
学
習
会
で
は
、
出
荷
し
た
野
菜
等
が
ど
の
よ
う

に
料
理
さ
れ
、
お
客
様
に
提
供
さ
れ
て
い
る
の
か

を
知
る
た
め
に
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
安
曇
野
市

に
あ
る
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ラ
ト
リ
エ
・
デ
・

サ
ン
ス
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

金
の
鈴
の
会
員
19
名
と
一
緒
に
、
フ
ラ
ン
ス
料

理
に
変
身
し
た
池
田
町
産
の
野
菜
に
感
動
し
ま
し

た
。
身
近
な
野
菜
が
、
想
像
も
つ
か
な
い
よ
う
な

形
に
な
っ
て
出
て
く
る
の
で
、
み
な
さ
ん
と
一
緒

に
驚
き
な
が
ら
お
い
し
い
お
料
理
を
堪
能
し
ま
し

た
。

　

生
産
者
と
消
費
者
が
と
て
も
近
い
関
係
で
あ
る

の
が
、
「
金
の
鈴
ま
ご
こ
ろ
会
」
の
す
ば
ら
し
い

と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
「
自
分
た
ち
で
食
べ
る

も
の
は
安
心
・
安
全
で
、
お
い
し
い
も
の
が
い
い
」

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
金
の
鈴
ま
ご
こ
ろ
会
は
、
家

庭
用
の
自
家
菜
園
の
余
剰
分
を
出
荷
す
る
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、

会
長
の
袖
山
さ
ん
（
℡
０
９
０
‐
９
６
６
８
‐

８
４
９
４
）
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
今
月
の
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
リ
レ
ー

　

担
当
：
総
合
体
育
館　

川
田

　

町
民
に
よ
る
運
動
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
バ
ラ

ン
ス
ボ
ー
ル
リ
レ
ー
！
指
名
制
で
ボ
ー
ル
を
回
し

て
い
く
こ
と
で
、
運
動
意
識
の
向
上
を
図
る
こ
の

企
画
。
今
月
も
町
内
の
方
々
に
挑
戦
し
て
頂
い
て

い
ま
す
。

　

詳
し
い
リ
レ
ー
の
様
子
は
「
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル

リ
レ
ー
」の
検
索
で
ど
な
た
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

h
ttp

s
:/

/
w

w
w

.fa
c

e
b

o
o

k
.c

o
m

/
balanceballrelay　

徳嵩純子さん

金子和子さん

石川由加里さん

細沼洋史さん

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画

（
第
２
期
）
を
策
定
し
ま
し
た

　

池
田
町
で
は

平
成
23
年
度
に

「
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
推
進
計

画
」
を
策
定

し
、
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
係

る
活
動
を
行
っ

て
参
り
ま
し

た
。
こ
の
度
、

計
画
期
間
の
更
新
に
伴
い
、
今
後
の
５
年
間
の
取
組

を
示
す
「
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
（
第
２

期
）
」
の
原
案
を
池
田
町
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
推
進

委
員
会
に
提
案
し
、
次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
承
認
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
２
期
の
推
進
計
画
で
は
、
前
計
画
の
反
省
点
や

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
の
加
盟
再
審
査
の

際
に
指
摘
を
受
け
た
事
項
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
「
環
境
」
「
景
観
」
「
人
づ
く
り
」

の
３
つ
の
分
野
に
絞
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
中
で

「
町
民
・
団
体
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
こ
と
」

「
町
の
取
組
」
に
整
理
し
、
具
体
的
な
行
動
内
容
と

な
る
よ
う
計
画
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
計
画
を
中
心
に
町
民
の
皆
様
と
力
を
合

わ
せ
て
出
来
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問い合せ先　総務課町づくり推進係
℡ 62-3129

goodMorning
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美しいまちづくり推進計画（第２期）
＜計画期間　平成 27～ 31年度＞
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■
公
民
館
大
会　

２
月
14
日

　

今
年
の
公
民
館
大
会
は
、
共
同
活
動

に
よ
る
絆
の
大
切
さ
や
生
涯
学
習
の
課

題
を
通
し
て
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
支
え
あ
い
の
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

て
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
「
今　

問
わ
れ
る
生
涯
学

習
の
課
題
と
推
進
」
と
題
し
て
、
講
師

に
長
野
県
生
涯
学
習
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
の
会
で
会
長
を
務
め
る
牛
越
充
さ
ん

を
お
招
き
し
て
、
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

牛
越
さ
ん
は
豊
富
な
教
師
経
験
に
基

づ
き
、
生
涯
学
習
と
は
幼
児
期
か
ら
楽

し
く
か
つ
長
く
行
う
こ
と
が
秘
訣
で
、

生
き
が
い
づ
く
り
を
見
つ
け
て
実
践
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
話
し
ま
し

た
。

■
囲
碁
将
棋
麻
雀
大
会　

３
月
７
日

　

第
44
回
を
数
え
る
こ
の
大
会
は
、
総

勢
48
名
の
参
加
者
を
迎
え
て
町
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

囲
碁
と
麻
雀
は
一
般
の
部
、
将
棋
は

小
学
生
と
一
般
の
部
に
分
け
て
開
催
。

　

中
で
も
、
囲
碁
一
般
の
部
に
参
加
し

た
大
町
市
の
小
学
３
年
生
北
澤
君
は
、

ア
マ
チ
ュ
ア
有
段
者
の
腕
前
で
見
事
３

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
県
内
外
の
大
会

で
も
活
躍
し
て
い
て
、
将
来
が
楽
し
み

で
す
。

成
績

・
囲
碁　

一
般
の
部

　

１
位　

加
藤　

光
二

　

２
位　

高
山
冨
士
男

　

３
位　

北
澤
明
良
大

・
将
棋　

小
学
生
の
部

　

１
位　

小
林　

大
洋

　

２
位　

荒
井　

宥
哉

　

３
位　

山
本　

寛
己

・
将
棋　

一
般
の
部　

　

１
位　

藤
野　

洋
一

　

２
位　

生
田　

倍
實

　

３
位　

勝
山　

茂
城

・
麻
雀　

一
般
の
部　

　

１
位　

安
川　

至

　

２
位　

岩
岡　

實

　

３
位　

中
野　

博
成

（
敬
称
略
）

問
い
合
せ
先

　

池
田
町
公
民
館　

℡
62
‐
２
０
５
８

■
Ｆ
Ｉ
Ｓ
（
国
際
ス
キ
ー
連
盟
）

　

ア
ル
ペ
ン
ユ
ー
ス
大
会
出
場

　

高
瀬
中
学
校
２
年
生
の
薄
井
理た
か
ひ
ろ央

さ

ん
（
堀
の
内
）
は
、
３
月
に
栄
村
で
開

催
さ
れ
た
県
の
海
外
派
遣
選
手
選
考
会

（
14
歳
以
下
）
の
回
転
の
部
で
優
勝
。

派
遣
選
手
に
選
ば
れ
、
４
月
９
日
に
フ

ラ
ン
ス
の
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
ゼ
ー
ル
で
開
幕

す
る
Ｆ
Ｉ
Ｓ
（
国
際
ス
キ
ー
連
盟
）
ア

ル
ペ
ン
ユ
ー
ス
大
会
の
回
転
、
ス
ー
パ

ー
大
回
転
の
２
種
目
に
出
場
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

小
学
６
年
で
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
出
場
す
る
な
ど
活
躍
を
見
せ
た
薄

井
さ
ん
は
、
県
内
各
種
大
会
に
て
上
位

の
成
績
を
残
し
、
現
在
の
県
ス
キ
ー
連

盟
中
学
生
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
13
位

に
位
置
し
ま
す
。

　

３
月
31
日
に
町
長
室
で
激
励
会
が
行

わ
れ
「
不
安
は
な
い
。
楽
し
み
。
自
分

の
滑
り
を
し
て
入
賞
を
目
指
し
た
い
」

と
大
会
に
か
け
る
意
気
込
み
を
述
べ
て

い
ま
し
た
。

　

町
長
は
「
世
界
大
会
に
出
場
す
る
こ

と
は
、
町
と
し
て
も
町
民
と
し
て
も
誇

り
に
思
う
。
自
分
の
滑
り
を
し
て
き
て

く
だ
さ
い
」
と
激
励
の
言
葉
を
贈
り
ま

し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
報
奨
金
実
績
報
告

 　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
報
奨
金
と
は

　　
　

池
田
町
に
お
住
い
で
ス
ポ
ー
ツ

　
で
県
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
上
位
の
大
会

　
へ
出
場
す
る
方
等
を
対
象
に
報
奨

　
金
を
お
渡
し
す
る
制
度
で
す
。

■
モ
ル
テ
ン
杯　

第
９
回
北
信
越
ク
ラ
ブ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
９
人
制
選
手
権
大
会

開
催
日
：
３
月
21
日
～
22
日

開
催
地
：
新
潟
県
新
潟
市

出
場
者
：
勝
家
歩
（
花
見
）

　
　
　
　

浅
原
哲
也
（
豊
町
）

　
　
　
　

片
瀬
勝
博
（
竹
原
）

　
　
　
　

矢
口
陽
基
（
五
丁
目
）

（
敬
称
略
）

結　

果
：
優
勝　

感
想
等
：
前
回
大
会
に
引
き
続
き
優
勝

　

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
で

　

２
連
覇
と
な
り
ま
し
た
の
で
来
年
に

　

向
け
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

　

ま
す
。

問
い
合
せ
先

　

総
合
体
育
館　

℡
62
‐
７
６
５
４

総
合
体
育
館
よ
り
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・
長
野
県
安
曇
養
護
学
校

平
成
27
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　

桜
が
開
花
し
穏
や
か
な
春
風
が
頬
を
な
で
る
よ
き
日
、

小
学
部
２
名
、
中
学
部
22

名
、
高
等
部
28
名
の
新
入

生
を
迎
え
、
４
月
６
日

（
月
）
入
学
式
を
行
い
ま

し
た
。
児
童
生
徒
１
８
７

名
、
職
員
１
２
５
名
（
看

護
師
・
行
政
職
員
含
む
）

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

長
野
県
南
安
曇
農
業
高
等

学
校
内
に
あ
る
高
等
部
あ

づ
み
野
分
教
室
も
、
８
名

の
新
入
生
を
迎
え
、
生
徒

22
名
で
６
年
目
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

・
大
切
に
し
て
い
る
こ
と(

校
長
の
願
い)

「
出
会
い
を
大
切
に　

休
ま
ず
、
急
が
ず
・
・
」

　

私
は
、こ
ん
な
児
童
生
徒
を
育
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
自
分
ら
し
さ
を
発
揮
し
な
が
ら
、
人
と
の
関
わ
り
を
楽

　

し
む
子

②
明
日
学
校
に
来
る
こ
と
を
楽
し
み
に
思
う
子

③
自
己
肯
定
感
（
自
分
は
役
に
立
て
る
と
い
う
気
持
ち
）

　

を
も
ち
、
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
る
子

  

一
人
一
人
が
す
ば
ら
し
い
も
の
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
発
揮
で
き
る
学
校
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
の

こ
と
を
大
切
に
思
う
と
同
時
に
、
自
分
に
自
信
が
も
て
る

よ
う
に
し
た
い
。
こ
れ
が
私
の
願
い
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
児
童
生
徒
も
教
職
員
も
そ
れ
ぞ
れ
が
、

自
分
の
得
意
な
こ
と
、
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
や
っ
て
自
分

ら
し
さ
を
生
か
し
て
仲
良
く
元
気
に
学
校
生
活
を
送
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
や
る
こ
と
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
休
ま

ず
、
急
が
ず
一
生
懸
命
続
け
て
い
く
こ
と
で
、
今
ま
で
で

き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
世
界
が
広
が

っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
教
職
員
も
児
童
生
徒
に
負

け
な
い
よ
う
に
、
日
々
研
鑽
の
努
力
を
積
み
、
専
門
性
を

身
に
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
の

力
は
小
さ
く
て
も
集
ま
れ
ば
大
き
な
力
に
な
る
こ
と
を
信

じ
て
前
を
向
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
楽

し
い
学
校
を
つ
く
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

特
別
支
援
学
校
の
教
育
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
の
支
え

や
連
携
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
後
、
地
域

で
生
き
て
い
く
子
ど
も
た
ち
で
す
。
地
域
の
皆
様
と
の
連

携
は
、
児
童
生
徒
の
成
長
・
自
立
を
考
え
る
時
、
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。
高
等
部
の
現
場
実
習
で
お
世

話
に
な
っ
た
り
、
と
ん
ぼ
ま
つ
り
に
は
大
勢
の
方
々
に
来

て
い
た
だ
い
て
製
品
を
買
っ
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
い
ま

す
。
今
年
も
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願

い
た
し
ま
す
。

・
生
徒
会
の
あ
い
さ
つ
運
動
か
ら

　

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　

毎
朝
玄
関
ホ
ー
ル
に
立
ち
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
か
ら
下
車
し
て

登
校
す
る
仲
間
に
向
け
笑
顔
で

元
気
に
挨
拶
を
す
る
高
等
部
３

年
生
の
子
ど
も
た
ち
。

｢

今
日
も
は
り
き
っ
て
が
ん
ば

ろ
う｣

清
々
し
い
気
持
ち
で
一

日
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

・
今
年
度
の
行
事
に
つ
い
て

○
と
ん
ぼ
ま
つ
り
を
、
10
月
17
日
（
土
）
に
一
般
公
開
で

行
い
ま
す
。

○
公
開
研
修
会
（
あ
づ
よ
う
セ
ミ
ナ
ー
）
は
、
７
月
25
日

に
行
う
予
定
で
す
。
今
年
は
金
澤
洋
一
先
生
と
新
保
浩
先

生
を
お
招
き
し
て
「
今
、
と
も
に
感
じ
た
い
、
気
づ
き
た

い　

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
内
面
の
世
界
」
を
テ

ー
マ
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
地
域
の
方
々
の
参
加
も
大

歓
迎
で
す
。
あ
ら
た
め
て
ご
通
知
し
ま
す
。
ご
一
緒
に
学

び
ま
し
ょ
う
。

　安　曇　養　護　学　校

聴
覚
お
よ
び
音
声
言
語
に

障
害
を
お
持
ち
の
方
へ

　

北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
で
は
、
火
災
や
救
急
の
発
生
時
、

聴
覚
お
よ
び
音
声
言
語
に
障
害
を
お
持
ち
の
方
か
ら
も
、
緊
急
通

報
を
受
信
で
き
る
よ
う
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
１
１
９
番
通
報

サ
ー
ビ
ス
「
メ
ー
ル
１
１
９
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
登
録
制
で
、
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
ご
利

用
に
な
る
前
に
、
住
所
、
氏
名
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等
の
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

問
い
合
せ
先　

北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部　

通
信
指
令
室

　
　

℡
22
‐
０
１
１
９　

Ｆ
Ａ
Ｘ
23
‐
４
３
０
３

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.kita-alps.om
achi.nagano.jp

消防署だより 北アルプス広域消防本部　通信指令室

メール 119 通報のイメージ
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た
ま
さ
か
の
停
電
の
闇
春
寒
し　

 

石
原　

孟　

（
南　

台
）

朝
日
差
す
白
馬
三
山
春は

る

兆き
ざ

す 

勝
野
　
雪
枝
（
鵜
　
山
）

入
園
式
胸
に
リ
ボ
ン
の
親
子
か
な 

菊
島　

進　

（
滝
の
台
）

思
い
出
を
ノ
ー
ト
に
交か

わ

し
卒
業
す 

佐
藤　

行
雄
（
南　

台
）

鳥
帰
る
ま
た
逢
う
日
ま
で
さ
よ
う
な
ら 

巣
山
希
沙
子
（
三
丁
目
）

石し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま

鹸
玉
こ
の
世
を
円ま

る

く
乗
せ
に
け
り 

高
林
智
恵
子
（
吾
妻
町
）

父
母
見
舞
ふ
窓
の
向
う
に
山
笑
ふ 

中
沢
初
恵
（
十
日
市
場
）

里さ
と
び
と人

の
親
し
き
会え

し
ゃ
く釈

山
笑
ふ 

中
野
　
潤
一
（
吾
妻
町
）

永
き
日
を
何
も
せ
ぬ
ま
ま
暮
れ
に
け
り 

藤
澤
美
智
子
（
吾
妻
町
） 

春
コ
ー
ト
す
で
に
心
は
旅
の
空 

横
山
さ
ゆ
み
（
林　

中
）

　
　
　
　
　
　

※
今
月
の
投
稿
作
品
10
句
。
掲
載
は
氏
名
五
十
音
順
。

（
池
田
俳
句
会
選
）

7 月号掲載俳句募集

　はがきに作品 1 点を記入

し、５月末日までに投稿して
ください。対象は町内在住の
方のみです。作品には①地区
名②氏名③電話番号④中学生
以下の方は学校名と学年を明
記してください。投稿多数の
場合は、選者により選考（10
句以内）して掲載します。な
お、選者により語句の訂正等
をさせていただく場合があり
ますので、ご了承ください。
■あて先 
　〒 399-8696（住所不要）
　池田町役場総務課総務係
　℡ 62-3131（代表）

作
者
の
意
図
に
よ
り
、
あ
え
て
ふ
り
が
な
を
ふ
ら
な

い
場
合
等
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

☆開館時間  火・・・・・・午後    1 時 ~ 午後 6 時
  水・木・金・・午前 10 時 ~ 午後 6 時
		   土・日・・午前 9 時 30 分 ~ 午後 5 時
☆ 5 月の休館日　　　　　　　　4・11・18・25・26 日

（26 日は月末館内整理日です）

その他の新着書
モダン　　　　　　　　　　　原田マハ
樹海　　　　　　　　　　　　鈴木光司
閉店屋五郎　　　　　　　　　　原宏一
滋養ごはん　　　　　　　池田陽子監修
未来恐慌　　　　　　　　　　機本伸司
岩窟姫　　　　　　　　　　　近藤史恵
土方歳三　　　　　　　　　富樫倫太郎
空色バウムクーヘン　　　　吉野万里子
ごはん　　　　　　　　　　平野恵理子
里の春、山の春　　　　　　　鈴木靖将

ファルマゲドン―背信の医薬―
ディヴィッド・ヒーリー

黒部の谷のトロッコ電車
横溝英一

ぼろイスのボス
ダイアナ・ウィン・ジョーンズ

おむかえまだかな　　　　おかだちあき
ふたごのゴリラ　　　　ふしはらのじこ
モモンガくんとおともだち　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　狩野富貴子

新館長です
（4月1日着任）

　 この 度、池 田 町 図 書
館 長となりました 梅

うめ

牧
まき

力
つとむ

と申します。初めての
仕事で戸 惑っています

が、皆様に気持ち良く利用していただけるよう努
めてまいりますので、よろしくお願いいたします。

田園発港行き自転車
上・下

　宮本輝 著
（集英社）

　富山の滑川駅前に残さ
れた一台の自転車。秘密
を遺したまま逝ってしま
った父。十五年後、父の
足跡を辿るため、娘の真
帆は自転車で小さな旅に
出る…。

アントンせんせい
おでかけです

西村 敏雄 作
（講談社）　

　アントン先生は、いつ
もやさしい動物のお医者
さん。ある日、ヤギから
手紙が届きました。心配
になって訪ねていく途中
次々と診察を頼まれます。

新 着 書 ピ ッ ク ア ッ プ

◎平成 26年度に多く読まれた小説◎
　　1 位　廉恥			   　　[ 今野敏 ]
　　    〃    虎の尾			   　　[ 今野敏 ]
　　３位　頼みある仲の酒宴かな	 　　[ 佐藤雅美 ]
　　　〃　ペテロの葬列		  　　[ 宮部みゆき ]
　　５位　日本橋本石町やさぐれ長屋　 [ 宇江佐真理 ]
　　　〃　捜査組曲		  　　[ 今野敏 ] 
　　　〃　ケモノの城		  　　[ 誉田哲也 ]
　　　〃　憂いなき街		  　　[ 佐々木譲 ]
　　　〃　豆の上で眠る		  　　[ 湊かなえ ]
　　10 位   無縁旅人		  　　[ 香納諒一 ]
　　　〃　理由あり師匠事の顛末	 　　[ 佐藤雅美 ]
　　　〃　アンダーカバー		 　　[ 真保裕一 ]
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防火管理者新規講習会
開催のお知らせ

●期日　6月17日（水）と18日（木）

●会場　フレンド・プラザ大町

●対象　防火管理者の資格を必要と

する仕事に従事している人が対象で

すが、携わっていない人でも受講で

きます。

●費用　3,600 円（テキストと交換

で受付にて集金

●申込期間　5 月 11 日から 6 月 10 日

●その他　詳しくはお問い合せください。

【問】北アルプス広域南部消防署　

　　　℡ 62-0119

発達障がい者サポーター
養成講座開講のお知らせ

　発達障がいの人が困っている時、

パニックになっている時、身近に理

解をし、見守る人がいることは一番

の支えになります。発達障がい者サ

ポーター養成講座とは、発達障がい

のある人の身近なサポーターを養成

する講座です。講座終了後、ぷれジョ

ブいけだの活動の紹介をしながら茶

話会を行います。

●日時　5 月 9 日（土）午後 1 時から

●場所　やすらぎの郷

●費用　茶話会参加の場合 100 円

●その他　講座を修了した人には長

野県が修了証を発行 / 養成講座のみ、

茶話会のみの参加も可能 / 資料の都

合上あらかじめの申し込みが必要。

【申込・問】ぷれジョブいけだ事

務局　℡ 080-8497-9928・090-

3403-5112

池田町教育委員に
小澤裕子さん就任

　町教育委員に

小澤裕子さん（4

丁目）が選任さ

れました。任期

は平 成 27 年 4

月1 日から 4 年

間です。

4 月 12 日執行
長野県議会議員一般選挙　選挙結果

●候補者の得票

　内山　重喜		  1,523 票

　宮澤　敏文		  3,996 票

●当日の有権者数	 8,621 人

●投票率		  65.25％

●投票総数		  5,624 票

●無効投票		     105 票

【問】池田町選挙管理員会（総務課

内）　℡ 62-3131

人権擁護委員による
特設人権相談所開設のお知らせ

●相談内容　近隣 / 家庭 / 相続 / い

じめ / セクシャルハラスメント / 女

性差別等

●日時　6 月 2 日（火）

　　　　午前 9 時から正午

●場所　池田町福祉会館

●相談担当者　人権擁護委員

●その他　相談は無料で秘密は固く

守られます

【問】大町人権擁護委員協議会

　　　℡ 22-0378

26

山本　菜
な な み

々美 （竜真・由香里／和合）

内山　朝
あ さ ひ

陽  （秀一・美智代／豊町）

吉田　桃
と う い

唯  （兼治・志保／七五三掛）

小池　優
ゆ う な

奈 　（稔・美保／渋　原）

丸山　果
か ほ

穂 　（拡道・梢／１丁目）

有川甲子雄	 63		  日　向

前橋　良江	 88		  内　鎌

内山千代子	 106		  十日市場

和澤登喜榮	 84		  花　見

林　孟彦	 81		  ４丁目

猪又　了	 79		  ３丁目

赤羽　繁子	 79		  林　中

（3 月受付分　敬称略）
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期　　日 医療機関名 電話番号

医
　
　
　
科

5 月 　3 日（ 祝 ）
内 近藤医院 62-9187

外 狩谷整形外科医院 22-7788

5 月 　4 日（ 祝 ）
内 太田医院 62-1010

外 栗林医院 22-0305

5 月 　5 日（ 祝 ）
内 若林医院 62-2105

外 西森整形外科 61-1700

5 月 　6 日（ 休 ）
内 松本クリニック 61-5151

外 石曽根医院 22-0142

5 月1 0日（日）
内 吉村医院 61-5666

外 市立大町総合病院 22-0415

5 月1 7日（日）
内 あづみ病院 62-3166

外 あづみ病院 62-3166

5 月2 4日（日）
内 はーぶの里診療所 62-0210

外 狩谷整形外科医院 22-7788

5 月3 1日（日）
内 平林メンタルクリニック 61-1577

外 栗林医院 22-0305
北アルプス平日夜間　小児科・内科救急センター
大町文化会館隣「フレンドプラザ大町」1Ｆ

毎週月～土19時～21時
26-6199

内＝内科　外＝外科

診
療
時
間

■医　科　　午前９時　～　午後５時  

■歯　科　　午前９時　～　正午　（要事前連絡)

■薬　局　　午前９時　～　午後５時３０分

期　　日 医療機関名 電話番号

歯 

　
　
科

5月　3日（祝） いいざわ歯科医院 23-7050

5月　4日（祝） 小谷歯科医院 82-2762

5月　5日（祝） 小田切歯科医院 62-3134

5月　6日（休） 金子歯科医院 23-2200

5月10日（日） 柏原歯科医院 71-1182

5月17日（日） 平林歯科医院 22-1149

5月24日（日） いとう歯科医院 62-8880

5月31日（日） 横澤歯科医院 22-1343

期　　日 薬　局　名 電話番号

薬
　
　
　
局

5月　3日（祝） 内川薬局板取 62-9912

5月　4日（祝） 白樺薬局 62-0010

5月　5日（祝） すみれ薬局 85-2061

5月　6日（休） 松川とをしや薬局 61-1527

5月10日（日）
ナシダ薬局 62-6370

松川とをしや薬局 61-1527

5月17日（日）

キムラ薬局 62-5210

池田土屋薬局 61-5021

フロンティア薬局安曇野店 61-5500

5月24日（日） スヤマ薬局あいそめ 62-0208

5月31日（日） 高瀬薬局 62-1125

■5月の主な行事
期　　日 行　事　名

5月　8日（金）
高瀬中　部活動参観・懇談会

ナイターソフト開幕

5月11日（月） 春の全国交通安全運動　20日まで

5月16日（土） 第8回北アルプス展望ウォーク　17日まで

5月19日（火） 高瀬中　写生会（予備日20日）

5月30日（土）
池小　運動会（予備日31日）

池工　公開授業

■休日の緊急当番医等　(当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください)

■上水道休日緊急当番店
期　　日 店　　名 電話番号

5 月 　2 日（ 土 ） （有）イシダ設備 0263‐83‐7300

5 月 　3 日（ 祝 ） （株）長澤設備工業 090‐2411‐9664

5 月 　4 日（ 祝 ） （有）岡村設備工業 22-4885

5 月 　5 日（ 祝 ） （株）鹿島総設 23‐3698

5 月 　6 日（ 休 ） （株）ジーシーアイ 22-3145

5 月 　9 日（ 土 ） （有）コーヨー住宅設備 62‐3529・62‐3118

5 月 1 0 日（ 日 ） ルピナ中部工業（株） 0263‐32‐5568

5 月 1 6 日（ 土 ） （有）エヌ・ケイ設備工業 0263‐83‐2252

5 月 1 7 日（ 日 ） （有）北設備 090‐4462‐6983

5 月 2 3 日（ 土 ） （有）立岩設備興業 62‐6837から転送

5 月 2 4 日（ 日 ） 水野建設（株） 62‐6050

5 月 3 0 日（ 土 ） （有）下里組 090‐3558‐4983

5 月 3 1 日（ 日 ） （株）信濃熱学 62‐4028・62‐0368

■人の動き
4月1日現在　（　）内は前月比
●人口　10,323人（―28）　男 4,931人（―23） 女 5,392人（―5）
●世帯数　3,933世帯（―8）

■各種相談窓口
相　談　内　容 開催場所(受付・問い合せ先） 開催日時

子育ての悩み相談　育てにくい子どもの相談
カウンセラー相談　児童虐待相談　DV相談 総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

子ども支援センター ℡ 61-5000 

月曜日～金曜日

午前8時30分
～

午後5時15分

幼児食・栄養・乳房マッサージ・血圧相談など 保健センター ℡ 61-5000 
高齢者総合相談

（介護・虐待・成年後見・その他）
地域包括センター ℡ 61-5000 
※時間外及び休日等の場合は役場 ℡62-3131 にて受付

障がい者への虐待相談
障がい者虐待防止センター ℡ 61-5000 
※時間外及び休日等の場合は役場 ℡62-3131 にて受付

身体・知的・精神の各障害や生活など
総合福祉センター(福祉係） ℡ 61-5000 

大北圏域障害者総合支援センター ℡ 26-3855 
こども教育相談室 教育会館 ℡ 61-1430 
消費生活トラブル相談

役場本庁舎　住民課生活環境係 ℡ 62-2203 
多重債務（借金）相談 毎週火・木曜日（要予約）
自殺予防　長野いのちの電話 社会福祉法人長野いのちの電話　　　　　℡ 0263-29-1414 午前11時～午後10時（年中無休）
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